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研究概要

１．料理の目的と料理画像の
特徴量の関係分析

２．料理画像の色情報に基づく
レシピの全体像の可視化

背景 アプローチ 研究内容

色相

おもてなしサラダ

田舎風サラダ

彩度

明度

「華やか」と「質素」を含むレシピの料理写真の分布

「ハレ」用レシピ画像と「ケ」用レシピ画像のエリア

１．料理の目的と料理画像の特徴量の関係分析 ２．料理画像の色情報に基づくレシピの
全体像の可視化

サラダ

こっちのサラダの
方がよかった…

投稿型レシピサイト
・膨大な数のレシピが存在
・単純なキーワード検索と検索結果の
ブラウジングでは、満足できる
選別が出来ないことが多い

料理画像の特徴量を利用して
ユーザの効率的なレシピ選別を
支援する手法の開発

例：パスタ

ミートソースのパスタが
比較的多いクラスタ

ホワイトソースのパスタが
比較的多いクラスタ

黄色いソースのパスタが
比較的多いクラスタ

例：サラダ

にんじんのサラダが
比較的多いクラスタ

大根サラダが
比較的多いクラスタ

葉っぱのサラダが
比較的多いクラスタ

例：カレー

カレーが
比較的多いクラスタ

白い部分が比較的多い
クラスタ

黄色いライスが比較的多い
クラスタ

ハレレシピは明度が高く、ケレシピは明度が低いというように
色情報に基づき、料理の種類によって画像の配置場所が異なる。

提案手法でユーザは類似したレシピからなるクラスタを発見でき、
レシピの全体像を効率的に把握できる

・レシピには画像が含まれる
・ユーザは画像から様々な情報を読み取る
ことができる

こんなのがいいなぁ

・目的に応じたレシピを探すのは難しい
・目的に応じて料理画像の色は異なる
・料理画像の色情報を利用して目的に応じたレシピ選別支援

・同じ料理でも様々な種類のレシピが存在する
・ユーザはどのような種類のレシピが存在するのか分からない
・料理画像のサムネイルを３次元空間上に配置して、
レシピの全体像の把握を支援料理画像の代表色を求める

→ 料理画像の画素の平均値（HSV色空間）を利用

結果 結果

色相
明度
彩度
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